
第２学年生活科学習指導案 

大洲市立新谷小学校  宮田 美佳  

 

１ 日時・場所  平成 23 年 11 月１日（火）第５校時（13：10～13：55）・体育館 

 

２ 単元名    わたしのまち大すき ～「新谷
に い や

のすてき」を教え合おう～ 

 

３ 単元目標 

○  地域の人や場所などに自分なりの思いや願いをもち、積極的にかかわりを広げたり深め

たりするとともに、地域への愛着をもつ。            【関心・意欲・態度】 

○  地域を探検して見つけたことや気付いたことなどを、自分なりの方法で工夫して表現す

る。                                【思考・表現】 

○  探検を通して、友達や地域の人とかかわることの楽しさを感じ、地域のよさに気付くと

ともに、自分たちの生活が地域の人や場所などとかかわっていることが分かる。【気付き】 

 

４ 単元設定の理由 

（１）児童の姿 

本校は大洲市の郊外にあり、本年度３校が統合して校区が広がったため、児童は様々な

地区から通学してきている。校区内には、矢落川が流れ、山や田畑も多く、児童は恵まれ

た自然環境の中で生活している。また、本校は、新谷藩陣屋跡にあり、敷地内には樹齢５

００年以上のムクエノキや県指定文化財の麟鳳閣
りんぽうかく

が現存し、近くには新谷商店街が古い町

並みを残し、歴史を感じることもできる。一方、矢落川と並行するように国道５６号線、

ＪＲ内子線、松山自動車道が走り、交通量も多く、国道沿いには、自動車販売会社や大型

店舗が建ち並んでいる。このような地域環境の中で、本学年の児童は、少しずつ行動範囲

が広がってきており、「今日は、新谷公園で待ち合わせをしよう。」「○○に遠足のお菓子を

買いに行こう。」などと、地域でのかかわりを話す児童が現れ始めた。しかし、校区の広さ

ゆえに、いろいろな友達と自由に行き来して遊ぶことは難しく、自宅やその周辺できょう

だいや近所の友達と遊んだり、保護者の送迎で友達の家に遊びに行ったりする児童が多い

のが現状である。また、普段の買い物は、家族と車で校区外の大型スーパーへ行くため、

地域のお店については知らない児童が多く、地域とのかかわりはまだまだ希薄であると言

える。 

生活科の授業は、通常学年単位で行い、学級担任の２名がティームティーチングで支援

に当たっている。前単元「どきどき わくわく まちたんけん」の学習では、児童の「い

つもおいしそうなにおいがする魚屋さんに行ってみたいな。」「新谷公園で四つ葉のクロー

バーを見つけたいな。」といった思いを受けて、行きたい場所によってグループ作りをし、

探検の計画を立て、学校の周りのお店や公園などを探検した。児童は、観察したりインタ

ビューしたりする活動を通して、楽しみながら、地域の人や場所とかかわることができた。

また、「○○くんの家の近くの溝には、ザリガニが１００匹ぐらいいるよ。」という児童の



情報をもとに生き物探しを行い、身近にある公園や土手、水路などで、様々な生き物を採

集した。それぞれの探検後には、探検で分からなかったことを友達ともう一度調べに行っ

たり、ザリガニがたくさんいた水路に家の人と生き物探しに行ったりする姿が見られ、児

童の地域への関心の高まりやかかわりの広がりを感じることができた。活動の最後には、

自分たちが見つけた「まちのひみつ」を教え合う場を設けた。授業参観日での発表会とし

たので、学級別に行う形となったが、学級の友達や家の人に分かりやすく発表しようと、

絵や模型、新聞、ニュースなど、それぞれのグループで表現方法を工夫していた。発表会

では、家の人や友達からの感心するような声やうなずきに、児童は自信をもって発表する

ことができ、達成感を得られたようであった。また、友達の発表を聞いて、自分が知らな

かったことを確かめたり、新たに疑問に抱いたことを調べたりしたいという気持ちが高ま

っていた。    

（２）本単元の意義 

本単元は、前単元「どきどき わくわく まちたんけん」を発展させたもので、地域の

人や場所とのかかわりをさらに広げ、自分の生活を豊かにすることをねらいとしている。

地域を学習の場として、人や場所と繰り返しかかわることで、まちのよさや自分と地域と

のかかわりの深まりに気付き、地域への愛着をもつようになると考える。 

探検活動は、秘密探しや新しい発見ができ、児童にとって興味深い活動であるが、計画

を立てたり、探検をしたり、伝え合いの準備をしたりする過程で、さまざまな困難にぶつ

かることも予想される。そんなときに、教え合ったり助け合ったりして解決することで、

友達と協力して活動することの楽しさや満足感を味わわせたい。１学期の探検の経験を生

かしながら、自分の思いや願いをもとに、「計画」「探検」「振り返り」「伝え合い」と、活

動することで、自ら課題を見つけ、解決しようとする力が育つと考える。今回の探検では、

人に焦点を当てることで、より深く地域とかかわることができると考える。探検の計画を

立てる際に、あいさつやインタビューの仕方、見学のマナーなどについても考える場をも

つことで、人と適切に接する態度や進んでかかわろうとする態度を育てたい。 

探検後に、探検したことを振り返り、気付いたことや分かったことを自分なりの方法で

まとめることで、気付きの質を高めることができると考える。さらに、探検で見つけた「新

谷のすてき」を相手に伝え合う活動を通して、より分かりやすく表現する力や地域とのか

かわりや自分自身について考える力をつけたい。 

（３）支援に当たって 

単元の導入では、１学期の探検や夏休みの体験を思い出し、発表し合う活動を通して、

地域についてもっと知りたいという気持ちを高め、かかわりへの意欲付けを図りたい。そ

の際、大きな探検マップを活用し、カードや付箋で気付きを地図上に表す。探検マップは、

教室に常時掲示し、児童が生活の中で気付いたことや疑問に思ったことをいつでも記録で

きるようにすることで、児童の主体的な活動を促し、地域への関心の高まりを持続させる。 

探検グループの編成においては、児童の思いや願いを大切にし、一人一人が探検場所を

決定した後、同じ思いの児童同士でグループを作るようにする。ただし、児童は地域のこ

とについて知らないことが多く、地域に対する視野を広げる支援が必要になると思われる。



目を向けさせたい場所の画像を意図的に用意して提示したり、上級生や保護者から地域の

人や場所に関する情報を集めさせたりして、探検に広がりをもたせたい。 

計画の段階では、児童の様々な疑問や思いを膨らませ、もっと見たいことや聞きたいこ

と、やってみたいことが何なのかということを具体的に考えさせ、明確な目的意識をもつ

ことで、主体的に地域にかかわっていけるようにしたい。 

探検活動では、児童が安全に活動できるよう、保護者の方にも協力をお願いし、児童の

様子を見守っていただく。その際、児童がより多くの気付きができるよう、支援の仕方な

どについて、十分に連携を図りたい。 

探検後は、学習のまとめとして、「まちのひみつ」から一歩進んだ「新谷のすてき」を自

分なりの方法で紹介させたい。学級の枠を外して、学年全体での交流の場を設け、発表に

広がりをもたせたい。学年全体という新たな相手意識をもつことで、地域の人や場所との

かかわりをしっかりと見つめ、気付きや思いを意欲的に表現できると考える。また、他教

科等と関連させることにより、表現方法をより多様化させたい。探検のときのグループが、

表現方法の違いで、さらに複数のグループや個人に分かれることも考えられる。児童の思

いを大事にして、意欲的に準備や練習に取り組ませたい。 

発表会は、ポスターセッション形式で行い、一人一人の伝え合う活動を大切にしたい。

友達の発表を聞くことで、自分たちが今まで知らなかった「新谷のすてき」を知り、地域

を誇りに思う気持ちをもつことができると考える。また、お互いのがんばりや工夫など、

友達のよさを見つけることもできると考える。そのような気付きや素直な感想、質問を交

流する時間を確保することで、互いに見つけた「新谷のすてき」を共有し、満足感を得ら

れるようにしたい。さらに、探検前の自分たちと現在の自分たちを比べさせることで、友

達や自分自身が地域とのかかわりが豊かになったことに気付かせ、これからも積極的に地

域にかかわっていこうという気持ちにつなげたい。 

（４）ＩＣＴの活用 

単元の導入では、１学期の探検を振り返る手立てとして、デジタルカメラで撮影した画

像を大型テレビで提示する。また、探検場所を決める際にも、大型テレビを活用して地域

のいろいろな場所の画像を提示し、視野を広げる手立てとしたい。 

探検時には、記録用にデジタルカメラやＩＣレコーダを使用させる。デジタルカメラは、

撮影した画像が振り返りの活動に役立ち、インタビューの様子を動画撮影することもでき

る。 

交流の場では、導入として、電子黒板で探検マップを活用したプレゼンテーション教材

を提示する。最初は白紙だった地図が、探検を積み重ねて気付きがあふれる地図へと変わ

っていく様子を見せ、自分たちの地域へのかかわりが豊かになったことに気付くきっかけ

としたい。また、地図のポイントをクリックすると、人や場所の写真が拡大表示されるよ

うにし、簡単なクイズを出して、交流への興味・関心を高め、意欲を引き出したい。児童

の発表においても、必要に応じて画像や動画、音声を提示資料とすることで、より分かり

やすい表現になると考える。 



５ 単元構想  全２４時間（９月～１１月上旬） 

学習活動 

（時数） 
児童の意識の流れ 

○主な支援 ◆ＩＣＴ活用 

●他教科等との関連 

１ １学期の探

検や夏休みの

まちでの思い

出を教え合

う。 

（３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ まち探検の

計画を立て

る。 （４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

                       

 

 

 

 

                         

 

 

 

 

 

                         

 

 

                       

 

                       

 

 

 

 

 

                       

 

                       

 

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

○ １学期の探検や夏休

みの地域での体験につ

いて、探検マップに示

しながら伝え合うこと

で、おおよその位置を

把握させ、探検への思

いを膨らませる。 

◆ １学期の探検の写真

や夏休みの絵日記など

を大型テレビで提示

し、児童の気付きを助

ける。 

○ いろいろな場所の画

像や上級生や保護者か

らの情報をもとに、地

域への視野を広げてか

ら、探検場所を決定す

る。 

● 道「まちのひみつ  

わかったよ」 

・ 自分のまちのよさを

知り、よりよくかかわ

ろうとする心情を育て

る。 

○ 会いたい人や行きた

い場所によってグルー

プを編成し、知りたい

ことやしたいことなど

を具体的に話し合わせ

て、自分のめあてが明

確になるようにする。 

○ 児童の意識が人との

かかわりにも向くよう

助言する。 

○ あいさつやインタビ

ューの練習を通して、

どのように地域の人と

かかわればよいか考え

させる。 

 

「まちのひみつ」を見つけたよ。 

 しょうぶ園

に、いろんな色

のしょうぶの

花が咲いてい

たよ。 

 魚屋さんで、

大きな鯛を見

せてもらった

よ。冷蔵庫に入

っていたよ。 

 散髪屋さん

は、入り口の外

でカメを飼っ

ているよ。えさ

はミミズだよ。 

 中学校であ

った盆踊り大

会で踊ったよ。

たくさん人が

来ていたよ。 

 旅行で泊ま

ったホテルに

アイテックの

歯ブラシが置

いてあったよ。 

 田んぼの横

の溝でどじょ

うを見つけた

よ。友達とつか

まえたよ。 

どこへ探検に行こうかな。 

 １学期に探

検したお菓子

屋さんに、もう

一度行ってみ

たいな。 

 公民館の写

真だ。保育園の

ときに、敬老会

で踊ったこと

があるよ。 

 炭店のおじ

さんは、昔のこ

とを知ってい

るとお母さん

から聞いたよ。 

 公民館では、

だれがどんな

ことをしてい

るのか知りた

いな。 

 インタビュ

ーの練習をし

よう。あいさつ

も大きな声で

しようね。 

 和尚さんは

はどんな仕事

をしているの

かな。仏様も見

たいね。 

もっといろんなところへ行ってみたいな。 

探検に出かける準備をしよう。 

 しょうぶ園

で、鯉にえさを

やってみたい

な。花はどうな

っているかな。 

 アイテック

の歯ブラシは

一日に何本作

られているの

か知りたいな。 

 お遍路さん

の休憩所にお

風呂があるよ。

カメラも持っ

て行きたいね。 

早く探検に行きたいな。 



３ まち探検を

する。（５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ まち探検で

見つけた「新

谷のすてき」

を教え合う。 

（９） 

（本時その８） 

                       

 

                       

 

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

                       

 

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 探検先には事前に連

絡をし、活動のねらい

や児童の思いを伝えて

協力をお願いする。 

○ 安全確保と学習支援

のために、保護者にボ

ランティアを依頼し、

事前の打合せや事後の

情報交換を行う。 

◆ 必要に応じて、デジ

タルカメラやＩＣレコ

ーダ等を持たせ、画像

や動画、音声として記

録できるようにする。 

○ 探検で分かったこと

を「新谷のすてき」と

して、相手に分かりや

すく伝えるために自分

なりの発表方法を考え

させる。画像や音声等

の記録データも活用で

きることを助言する。 

● 国「あったらいいな 

   こんなもの」 

・ 話し方に気をつけて

発表したり、友達の発

表を聞き、質問や感想

を述べて交流したりす

ることができる。 

○ 学年全体を大きく２

つのグループに分け、

ポスターセッション形

式で発表会を行う。準

備・練習等も２つの教

室に分かれて行う。 

◆ 発表会の導入時、プ

レゼンテーション教材

を提示し、伝え合いへ

の関心・意欲を高める。 

○ 全体の場で感想を発

表させることで、共有

化を図り、気付きを深

める。 

 稲荷神社の

神主さんが、湯

釜のことや鳥

居のことを教

えてくれたよ。 

まち探検で、

「新谷のすて

き」をたくさん

見つけること

ができたよ。 

 炭店のおじ

さんが新米の

おいしいおに

ぎりを食べさ

せてくれたよ。 

探検に出かけよう。 

 病院の先生

はお話をたく

さんしてくれ

て、やさしかっ

たよ。 

 お菓子屋さ

んは、一人で洋

菓子と和菓子

の両方を作っ

ているよ。 

 工場で、こん

にゃくを作っ

ているところ

を見せてもら

ったよ。 

こんにゃく

工場のおじさ

んがおもしろ

かったから、劇

にしてみよう。 

 もっと知り

たいことが出

てきたよ。電話

でインタビュ

ーしてみよう。 

 模型ができ

たら、発表練習

をしよう。もう

少しゆっくり

話すといいね。 

「新谷のすてき」を教え合おう。 

 ニュース番

組をつくって、

アナウンサー

みたいに紹介

したいな。 

 お菓子を紙

粘土で作って

みよう。おじさ

んみたいに作

れるかな。 

 お寺のこと

を新聞にした

いな。写真も使

って分かりや

すくしよう。 

分かったことを友達に知らせたいな。 

 学年みんな

での発表会、楽

しみだな。どき

どきするけど

がんばるぞ。 

 お店のこと

がよく分かっ

たし、クイズも

あったから、楽

しかったよ。 

 ゆっくり大

きな声で話せ

たよ。みんなに

聞いてもらえ

てうれしいな。 

みんなで「新谷のすてき」をたくさん見つける

ことができたね。家族や他の学年の友達にも教え

てあげたいな。まち探検をして、いろんな人とお

話ができて、新谷のことがますます好きになった

よ。お世話になった人にお礼の手紙を渡そう。 



６ 本時の指導 

（１）目 標 

  ○ 探検で見つけた「新谷のすてき」を教え合い、まちのよさに気づく。 

（２）準備物  電子黒板、コンピュータ、デジタルカメラ、テレビ、ＩＣレコーダ、音楽ＣＤ、 

ワークシート、発表資料等 

（３）展 開 

学習活動 
時

間 
児童の意識の流れ 

○支援・◆ＩＣＴ活用 

◎評価 

１ まち探検
を振り返り、
本時のめあ
てを確認す
る。 
 
 
 
 
 
 
２ グループ
ごとに、見 
つけた「新 
谷のすてき」
を教え合う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 本時の活
動を振り返
る。 
 
 
 
 
 

10 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
30 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 
 
 
 

 

 

                       

 

                       

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

                        

 

 

 
 
 

◆ 探検マップを活用し
たプレゼンテーション
教材を電子黒板で提示
し、今までの探検を振
り返らせる。 
○ 話し手、聞き手の双
方にめあてをもたせ、
本時の活動への意欲を
高める。 
 
 
○ 発表会は、ポスター
セッション形式とし、
双方向の伝え合いにな
るよう、感想や質問を
出し合う時間を確保す
る。 
◆ 児童の発表の提示資
料として、画像等の記
録データを活用する。 
○ 各グループを回り、
称賛したり、助言した
りして、活動を促す。 
◎ 探検で見つけた「新
谷のすてき」を分かり
やすく伝えているか。 
○ 発表と感想交流が終
わったグループから、
ワークシートに感想や
気付きを記入させる。 
◎ 友達のがんばりや工
夫、まちのよさに気付
くことができたか。 
○ 全体の場で、まちの
よさや友達のよさ、自
分の変容に気付いた児
童の発言やつぶやきを
取り上げ、共有化を図
り、価値付けすること
で、満足感や充実感を
味わわせる。 

まち探検を振り返ろう。 

 いろんなと

ころに探検に

行ったな。 

 新谷公園に

はいろんな生

き物がいたね。 

 みんな、どん

なすてきを見

つけたのかな。 

 どんな発表

があるのか楽

しみだな。 

 質問や感想

が発表できる

ように聞こう。 

 よく分かる

ように、大きな

声で発表する

 こんにゃく

工場では、大き

な機械からた

くさんのこん

にゃくが作ら

れていました。

まんなん大福

も人気商品で

す。おいしかっ

たですよ。 

 お遍路さん

の休憩所には、

薪でお湯を沸

かす五右衛門

風呂がありま

した。踏み板を

敷いて入りま

す。本物のお遍

路さんにも会

いました。 

 アイテック

では、一週間に

１２０万本の

歯ブラシを作

っています。旅

館やホテル、コ

ンビニ、百円シ

ョップなどに

送っているそ

うです。 

新谷のすてきな人や場所をたくさん見つけ

たね。次の時間の発表が楽しみだよ。 

 こんにゃく

工場の社長さ

んはすごいね。

会ってみたく

なったよ。 

 新聞にする

なんてすごい

ね。お寺のこと

がよく分かっ

たよ。 

 大きな模型

を作ったね。私

も五右衛門風

呂に入ってみ

たいな。 

 知らないこ

とが分かって

楽しかったよ。 

 また探検に

行ってみたく

なったな。 

 発表が上手

にできて、うれ

しかったよ。 

「新谷のすてき」を教え合おう。 

友達と教え合ったことを振り返ろう。 



（４）見取りの視点（小単元を含む）              ○評価基準  ・見取りの視点 

学習活動 生活への関心・意欲・態度 
活動や体験についての 

思考・表現 

身近な環境や自分自身に 

ついての気付き 

□ まち探検

を振り返り、

伝えたいこ

とをまとめ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ まとめた

ことを伝え

合う。 

 

 

 

 

○ まち探検で分かった

ことや見つけたことを

まとめようとしている。 

・ 自分が知らせたいこと

がはっきりしている。 

・ まとめに必要な資料を

用意し、文章や絵、具体

物などを進んで作ろう

としている 

・ 発表の仕方について、

アイディアを出したり、

何回も練習したりして

いる。 

 

○ まとめたことを発表

しようとしている。 

・ 自信をもって、友達に

伝えたいことを話して

いる。 

○ 友達の発表を聞こう

としている。 

・ 興味をもって、一生懸

命に見たり聞いたりし

ている。 

・ 友達の発表を聞いた

後、進んで質問や感想を

述べている。 

○ まち探検で分かった

ことや見つけたことを

まとめることができる。 

・ 伝えたい内容をグルー

プの友達と話し合い、そ

れに適した表現方法を

考えている。 

・ 分かりやすく工夫しな

がらまとめたり、準備物

を作ったりしている。 

・ よりよい発表を目指し

て練習し、発表内容を改

善している。 

 

○ まとめたことを分か

りやすく伝えることが

できる。 

・ 友達に伝わるように工

夫しながら発表してい

る。 

・ 友達からの感想をうな

ずきながら聞いたり、質

問に答えたりしている。 

○ 友達の発表を聞いて、

考えを深めることがで

きる。 

・ 友達の発表を聞き、自

分たちと比べながら、質

問したり、感想を述べた

りしている。 

○ 「新谷のまち」の人や

場所とかかわる楽しさ

に気付いている。 

・ 「新谷のまち」を探検

したり出会った人とか

かわったりする楽しさ

に気付いている。 

○ 「新谷のよさ」に気付

いている。 

・ 「新谷のまち」には、

たくさんのすてきな場

所があり、たくさんのす

てきな人がいることに

気付いている。 

・ 友達が見つけた「新谷

のすてき」に共感してい

る。 

○ 「新谷のすてき」を見

つけた自分や友達のよ

さに気付いている。 

・ 自分の探検や友達の発

表から、「新谷のまち」

に自分のお気に入りの

場所が増えている。 

・ 町探検の活動を通して

できることが増えた自

分に気付いている。 

・ 友達の発見やまとめ方

の工夫に気付いている。 

・ グループの友達といっ

しょに活動すると楽し

いことに気付いている。 
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